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馬形埴輪の破片とその復元作業▲▶

矢田野エジリ古墳出土円筒埴輪

矢
田
野
エ
ジ
リ
古
墳
出
土
埴
輪

　
矢
田
野
エ
ジ
リ
古
墳
は
、
昭
和
63
年
、

矢
田
野
町
（
春
日
町
）
の
宅
地
造
成
で

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
墳
丘
や
埋
葬
施
設

は
す
で
に
削
り
取
ら
れ
て
い
て
、
調
査

は
古
墳
の
周
り
を
巡
る
周
溝
だ
け
で
し
た

が
、
細
か
く
割
れ
た
膨
大
な
数
の
埴
輪
片
が

見
つ
か
り
ま
し
た
。
出
土
し
た
破
片
を
分
類

し
て
接
合
し
て
い
く
と
、
な
ん
と
、
２
個
の

馬
と
11
個
の
人
物
の
形
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
部
分
も
多
く
、

全
て
の
パ
ー
ツ
が
揃
っ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
微
妙
な
色
の
違
い
や
成
形
時

の
痕
を
手
掛
か
り
に
、
地
道
な
接
合
作
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
接
合
作
業
の
成
果
と

し
て
、
矢
田
野
エ
ジ
リ
古
墳
の
円
筒
埴
輪
作

り
に
は
、
10
人
の
工
人
が
携
わ
っ
て
い
た
可

能
性
を
導
き
出
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
古
墳
時
代
に
お
け
る
埴
輪
製

作
の
様
子
を
解
明
し
た
矢
田
野
エ
ジ
リ
古

墳
出
土
埴
輪
は
、
平
成
９
年
、
人
物
や
馬
と

い
っ
た
形
象
埴
輪
だ
け
で
は
な
く
、
埴
輪
片

全
て
が
重
要
文
化
財
指
定
を
受
け
る
形
と

な
り
ま
し
た
。

八
日
市
地
方
遺
跡
出
土
品

　
八
日
市
地
方
遺
跡
の
発
見
は
、
昭
和
５
年

と
古
く
、
戦
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
そ

の
後
、
小
規
模
な
発
掘
調
査
が
複
数
回
行
わ

れ
た
後
、
平
成
５
年
に
は
、
小
松
駅
東
土
地

区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、
大
規
模
な
発
掘
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
遺
跡
の
広
が
り
と

内
容
は
、
当
初
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る

も
の
で
し
た
。
集
落
の
中
央
に
流
れ
る
川
跡
、

そ
れ
に
沿
う
よ
う
に
居
住
域
と
碧
玉
製
管

玉
の
製
作
工
房
、
木
器
加
工
場
。
更
に
そ
れ

を
取
り
巻
く
よ
う
に
、
濠
と
墓
域
が
展
開
し

ま
す
。
遺
跡
は
、
北
陸
随
一
の
弥
生
時
代
中

期
に
お
け
る
環
濠
集
落
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
、
調
査
開
始
か
ら
、
数
多
く
の
出
土
品

が
報
道
・
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
巡
回
展

『
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
』
に
は
、
平
成
９
年
、

12
年
と
２
回
に
わ
た
り
出
品
し
て
い
ま
す
。

　
見
つ
か
っ
た
資
料
は
、
土
器
、
石
器
、
木 

器
な
ど
出
土
量
は
膨
大
で
、
全
国
初
の
出
土

品
も
あ
り
ま
し
た
。
10
年
以
上
に
わ
た
る
資

料
の
整
理
作
業
は
、
種
別
ご
と
に
担
当
が
付

い
て
行
い
ま
し
た
。

　
土
器
の
紋
様
か
ら
製
作
時
の
痕
跡
を
読

み
取
り
、
分
類
す
る
。
細
や
か
な
実
測
作
業

を
通
し
て
土
器
を
観
察
。
水
漬
け
木
製
品
は
、

観
察
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
か
ら
分
類
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
小
さ
な
碧
玉
片

に
全
て
記
名
作
業
を
行
っ
た
上
で
分
類
し

て
、
管
玉
製
作
工
程
を
読
み
取
り
ま
し
た
。

　
八
日
市
地
方
遺
跡
は
、
土
器
、
木
器
、
石

器
の
観
察
だ
け
で
な
く
、
種
子
や
花
粉
の
分

析
、
年
代
測
定
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
分
析
を

繰
り
返
し
ま
し
た
。

　
そ
の
成
果
は
、
第
一
線
で
活
躍
す
る
著
名

な
先
生
を
招
き
、
数
回
に
わ
た
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
通
じ
て
、
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
中
で
、
平
成
23
年
、

弥
生
時
代
集
落
一
括
と
し
て
は
、
全
国
初
の

重
要
文
化
財
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

◀小松式土器の実測作業

小松ふたつの重要文化財

夏季特別展

会　期　9月17日（月・祝）まで

ところ　埋蔵文化財センター

内　容

　小松市が保有する２つの重要文化財(考古資料)を

紹介します。

　矢田野エジリ古墳出土埴輪は、当時では珍しく埴

輪全点一括、八日市地方遺跡出土品は、弥生時代集

落一括として全国初の指定を受けたものです。八日

市地方遺跡出土品は、優品の木製品を中心に、矢田

野エジリ古墳は修復した埴輪全点を出品していま

す。

観覧料　100円、高校生以下無料

（ミュージアムパス対象施設）

問い合わせ　埋蔵文化財

センター　☎47・5713

石川県立歴史博物館　夏季特別展

発掘された日本列島2018

会　期　8月4日（土）～9月9日（日）

ところ　石川県立歴史博物館

　　　　　 〒920-0963　金沢市出羽町3番1号

内　容

　全国5カ所を巡回し、近年発掘された遺跡や調査

成果がまとまった注目の遺跡を速報で展示します。

　石川県内でも、全国を巡回する中核展示に加えて、

県内遺跡の調査成果をまとめて紹介する地域展示

「いしかわ歴史発掘」も同時開催。昨年、八日市地

方遺跡発掘調査から見つかった柄付き鉄製

ヤリガンナが公開されます。

観覧料　一般800円

　　　　高校生以下無料

問い合わせ　石川県立歴史

博物館　☎076・262・3236

ふたつの
重要文化財特集

　小松市には、重要文化財（考古資料）として２つの遺跡の出土品があります。

それらの重要文化財指定にまつわるエピソードを紹介します。

発掘調査の様子

問い合わせ　埋蔵文化財センター　☎47・5713

発掘調査の様子

▶
八
日
市
地
方
遺
跡
出
土
品

は
に
わ

へ
き
ぎ
ょ
く

ほ
り

そ
ろ

写真提供：石川県埋蔵文化財センター


